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ことの解明を目指したものである。洱海は面積 249 km2、平均水深 10.2 m、最大水深 20.7 m の湖で、
雲南省では２番目に大きな湖沼であり、流域住民にとって貴重な水資源として活用されている。栄養
段階としては中栄養から富栄養の段階にある。 
まずシアノバクテリアの増殖特性に関しては、2010年各月ごと湖内数地点で 16S rRNA遺伝子と mcy





昇が生じたわけではなかった。詳細に解析を行った結果、MC 濃度が上昇した 8 月と 11 月には硝酸態











スペクトル測定結果をもとに、その中の２湖沼で開発された SAMO-LUT（Semi-Analytical Model 




審   査   の   要   旨 
 
シアノバクテリアの大量増殖により世界の多くの湖沼で様々な問題が生じているが、中国雲南省の
洱海も例外ではなく、近年それらの負の環境影響が懸念されている。本研究では、現地観測、遺伝子
解析を含む様々な化学、生物分析、リモートセンシング解析などを用いて、洱海で発生したシアノバ
クテリアの分類学的特性、増殖特性、およびリモートセンシングによる推定手法の開発などを行った。
開発した手法の多くは、独創性が高いとともに、他の湖沼への適用も期待される。また、こうした手
法を駆使することから、湖沼でのシアノバクテリアの増殖を抑制する技術の開発につながる可能性も
有している。以上から本研究は関連研究者から高い評価を得ていて、また今後の湖沼水質保全に向けて
重要な手がかりを与えるものと期待されている。 
平成２７年１月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力
の確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
